
４１ 「多極化」と「米ソ超大国の動揺」 ・「冷戦体制の終結」

〔アメリカ〕 〔西欧諸国の結束と独自路線〕 〔東欧諸国∑中国の自主路線〕 〔ソ 連〕

１９６０ ５８ 仏】ド＝ ゴール大統領〜６９〕 ６０ 中】 論争の公然化 【フルシチョフ書記長】５３〜６４

【ケネディー大統領】６１〜６３ 第五共和政成立 中国よりソ連技術者の引上げ 「平和共存政策」 ５８〜６４首相

「 政策」 ６０ 仏】核実験成功し原爆保有国 ６１ 人間衛星船ヴォストーク１号
６０ ６２ キューバ危機 に ６１ ベルリンの壁を構築（ 〜８９）

年◇６３ 停止条約 ６４ 独】ブラント社会民主党政権 ◇６３ 部分核実験停止条約

代 〜７４ 外交展開
前 ６２ 本格介入 ６４ 中】中国の原爆実験

半【ジョンソン大統領】６３〜６８ ６４ の中国承認 ６４ がソ連を批判し【ブレジネフ書記長】６４〜８２
６４ 公民権法 ６４ トンキン ド＝ ゴールの独自外交路線 自主路線を宣言

１９６５ 成立 ヴ 湾事件

ェ ６５ 全面介入 ６６ フランスが 軍事機構

ト 脱退 ６６ 中】 〜７６）
ナ 泥沼化 実権派失脚， 自力更生

アメリカム ＊６７ 欧州共同体（ ）発足 ６７ 中】中国の水爆実験

戦 ６７ 反戦運動
の動揺 争 はじまる ６８ 事件（ の春）

◇６８ 防止条約 自由化・ソ連の軍事介入 ◇６８ 核拡散防止条約
【ニクソン大統領】６９〜７４ ６９ 中】 国境の軍事衝突

６９ 仏】五月危機でドゴール退陣

７０年代・デタント（緊張緩和）
１９７０ ７１ドル危機ドル＝ 金の交換停止 ７０ フランスの水爆実験 ７１ 中】 の国連代表権交替

戦費増で国際収支悪化 ７２ 中】ニクソン大統領の訪中
７２ 訪中 ７２ 東西ドイツ基本条約調印 ７２ 中】 国交正常化 ソ連の停滞

７０◇７２ 交渉調印 東方外交の成果 ７２ 西ドイツ・チェコ国交正常化
年 （第１次） ７３ 停戦協定 ７３ 東西両ドイツの国連加盟 ◇７２ ＳＡＬＴⅠ調印

代 調印 ＊７３ の発足★参加国

前 ウォーターゲート事件 サハロフ
半【フォード大統領】７４〜７６ ７３ 第１次石油危機 自由化要求

７４ ソルジェニーツィン国外追放

１９７５ ７５ サイゴン
陥落 ７５ 第１回 開催 ７６ 中】周恩来， 毛沢東死去

主要先進国首脳会議 ７６ 中】四人組を追放

後【カーター大統領】７７〜８０ ７７〜中】 復帰最高指導者

半 中国は開放政策 経済・社会の停滞
初の 市場経済導入

◇７９ 戦略兵器制限交渉調印 ＊７９ 欧州議会（ＥＣ）加盟国住民選挙 ◇７９ 調印
（第２次） 米が批准せず失効 ７９ 英】サッチャー内閣

７９ スリーマイル島原発事故 〜９０ 英国経済の再建 ７９ 中】 国交正常化 ７９ ソ連が に

対ソ強硬外交 〜８９） 軍事介入

８０年代・米ソ対立の激化
１９８０ ア

【レーガン大統領】８１〜８８ ８１ 仏】ミッテラン大統領 ８０ ポ】 連帯の誕生 フ
対ソ強硬政策，国防費増大 〜９５ 社会党中心の左翼連合政権 自由化運動の高揚 泥沼化ガ

８０ ニ

年 ８４ 中】人民公社の解体 【アンドロポフ書記長】８２〜 ス
代 「双子の赤字」に苦しむ 【チェルネンコ書記長】８４〜８５タ

前 財政赤字， 貿易赤字 中距離戦術核兵器の西欧配備 ン
半 ８４ アメリカは債務国に転落 に対する反核運動の高揚 経済の破綻 侵

攻

１９８５
【ゴルバチョフ書記長】８５〜９１〕

「 政策」

後 ＊８７ 欧州議定書 ＥＣ市場統合〜９２

半 ８６ 原発事故
＊８９ マーストリヒト条約合意 ８８

◇８８ 中距離核戦力全廃条約の調印 （９９年目標ＥＣ通貨統合， 政治統合 ◇８８ 調印 ソ連軍の

【ブッシュ大統領】８９〜９２ ８９ 完全撤退
１９８９ 米ソ首脳マルタ会談 冷戦体制の終結

自由化の嵐

８９「ベルリンの壁」崩壊 ８９ 東欧革命 共産党政権崩壊 自由化・市場経済の導入

１９９０ ９０ 統合の実現 ９０ 東ドイツの解体 ９０ 共産党一党独裁終り大統領制

９０◇９１ 米ソ戦略兵器削減条約調印 ９１ 解散 ◇９１ 調印

年 ９１ 戦争で主導権握る ９１ ワルシャワ条約機構解体 ９１ ソ連共産党解体

代 ９１ ソ連邦崩壊 民族紛争
前 経済困難・社会問題 ９１ 独立国家共同体（ ）
半【クリントン大統領】９３〜 ユーゴスラヴィアの民族紛争【エルツィンロシア共和国大統領】９１〜


